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令和４年度 新入学生保護者懇談会（保護者向け資料） 

 

工学部長 和田 知久（わだ ともひさ） 

 

新入学生および 3年次編入生の保護者の皆さま、琉球大学工学部に入学・編入学頂きありがとうござ

います。例年は工学部教室に来ていただき、教員らと対面での説明会を開催しておりますが、コロナ禍

を考慮して、今回は文書によるご説明をさせて頂きます。 

 

① 琉球大学工学部および理工学研究科（修士課程）について 

 

 琉球大学工学部は、５年前に体制の改編を行い、従来の 4学科を 1学科に統合し、７つの専門性に特

化したコースを設けており、学生の皆さんはその一つのコースに所属しております。 

 

入学後の専門性等のミスマッチ改善のため、１年次終了時に、コース変更の申請が可能です（ただし、

コースの在籍状況によっては、受入人数がごく少数となる場合もあります）。この変更手続きでは、１年

次の成績と面談等で判断し、入学試験の点数は利用されません。２年次以後の転学部や転学科、転コー

スも申請できますが、入学試験の得点が判定に利用されますので、ご注意をお願いします。 

 

学生の国際的活動能力向上のために、学部 4年間と大学院修士 2年間を合わせた 6年間一貫カリキュ

ラムである GE（グローバルエンジニア）プログラムを開始しております。GE プログラムに参加する学

生は、２年次終了時に、希望者の中から 1学年 35名程度（全体の 10％程度）を選抜します。GEプログ

ラムの特徴は、英語等語学教育の強化、寄附金などを利用した海外インターンシップへの優先的な派遣、

大学院進学時における検定料および入学金免除などにあります。海外に行って活躍したい学生をお持ち

の保護者の方々には、ぜひ学生ご本人とこのようなプログラムの活用をご検討お願いいたします。 

 

令和３年４月より、理工学研究科大学院の 2年間の修士課程も、学部の改編に合わせて体制が改編さ

れ、これまでの４つの専攻（専門分野）から１専攻８プログラムに組織改編されました。学部の７コー

スから連続的に専門性を伸ばせるカリキュラムに対応しておりますので、GEプログラムの参加に関わら

ず、全国・全世界的なトレンドである、工学系の 6年の一貫教育も提供しておりますので、ご検討をよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

② その他、保護者の方に知っておいて頂きたい事項 

 

重要な規則 

・ 在学期間：標準修業年限の２倍が限度（休学を含まない）ですので、ご注意お願いします。 

１年次入学生・・・標準修業年限４年 → ８年を過ぎたら除籍 

３年次編入生・・・標準修業年限２年 → ４年を過ぎたら除籍 
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・ 休  学：届出により休学が可能です。なお、標準修業年限を超えて休学することはできません。 

標準修業年限は、通常は４年間、３年次特別編入学生は２年間ですが、再入学した学生   

などは、年限が異なりますのでご注意ください。 

主な理由としては、病気、怪我、進路再考、経済的理由などがあります。 

学期開始前までに休学が許可されれば、授業料の納付は不要です。 

 

・ 復  学：願い出により休学から復帰できます。 

 

・ 退  学：願い出により大学を辞めることができます。 

 

・ 除  籍：本人の意思によらず学籍を消失させることがあります。 

入学金・授業料の未納の場合、 

１年間の修得単位数が１６単位未満（最終学年を除く）の場合などです。 

２０１８年度から１６単位未満の除籍は１回限りの救済措置があり、 

本人による期限までの修学継続届の提出が必要です。 

 

・ 再 入 学：願い出により 1回に限り再び入学ができます。 

ただし、改めて入学金の納付が必要で、 

除籍後４年以内です。 

 

生活上の注意 

・ 交通事故が多発しております。 

免許を取得したばかりの学生の事故 

飲酒による事故 

・ 進路変更を希望する学生が一定数います。 

他大学への再受験を理由にした退学 

進路変更にはメリットとデメリットの両面があり、 家庭でもよくご相談をお願いします。 

・ 心身の不調を訴える学生が一定数います。 

定期的に保護者様より学生に連絡を取って頂くことをお願いします。 

早めの対処のため、心配なことがありましたら、遠慮なくご連絡をお願いいたします。 

      健康面に関しては、琉球大学保健管理センターへ  ＴＥＬ：０９８-８９５－８１４４、 

もしくは、以下工学部事務室および、1年次指導教員へ 

 

 以下に、工学部事務室の問い合わせ先、並びに各コースの 1 年次指導教員の連絡先を示しますので、

ご不明な点などあればいつでもご活用頂ければと思います。学生の皆さんの、人格的成長・専門性の形

成に努力してまいりますので、ご協力ご支援をお願いいたします。 

 

お問合せ先 

・ 琉球大学工学部学務係  

〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原 1番地 

TEL: 098-895-8593（内線: 8583・8593） 
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FAX: 098-895-8590 

e-mail: kggakmu@acs.u-ryukyu.ac.jp 

 

・ ２０２２年度工学部工学科 １年次指導教員一覧 

電話番号：098-895-（内線番号）および電子メールアドレス 

 

コース名 氏 名 内線番号 メールアドレス 

機 械 工 学 コ ー ス 

柴田 信一 

神田 康行 

若井 謙介 

8611 

8631 

8627 

shibata@tec.u-ryukyu.ac.jp 

kanda@tec.u-ryukyu.ac.jp 

wakai@tec.u-ryukyu.ac.jp 

エネルギー環境工学コース 

押川 渡  

石川 正明 

近藤 了嗣 

8608 

8614 

8610 

oshikawa@tec.u-ryukyu.ac.jp 

ishi8614@tec.u-ryukyu.ac.jp 

r-kondou@tec.u-ryukyu.ac.jp 

電気システム工学コース 
比嘉 広樹 

浦崎 直光 

8688 

8710 

hrhiga@eee.u-ryukyu.ac.jp 

urasaki@tec.u-ryukyu.ac.jp 

電 子 情 報 通 信 コ ー ス 

長田 康敬 

野崎 真也 

曽根川 富博 

岡田 竜弥 

8687 

8702 

8704 

8674 

ngt@eee.u-ryukyu.ac.jp 

nozaki@eee.u-ryukyu.ac.jp 

sonegawa@tec.u-ryukyu.ac.jp 

tokada@tec.u-ryukyu.ac.jp 

社会基盤デザインコース 
安藤 徹哉 

神谷 大介 

8656 

8653 

tando@tec.u-ryukyu.ac.jp 

d-kamiya@tec.u-ryukyu.ac.jp 

建 築 学 コ ー ス 
山田 義智 

崎原 康平 

8665 

8658 

b985553@tec.u-ryukyu.ac.jp 

sakihark@tec.u-ryukyu.ac.jp 

知 能 情 報 コ ー ス 山田 孝治 8724 koji@ie.u-ryukyu.ac.jp 

 

以上 

mailto:kggakmu@acs.u-ryukyu.ac.jp
mailto:shibata@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:kanda@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:wakai@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:oshikawa@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:ishi8614@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:r-kondou@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:hrhiga@eee.u-ryukyu.ac.jp
mailto:urasaki@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:ngt@eee.u-ryukyu.ac.jp
mailto:nozaki@eee.u-ryukyu.ac.jp
mailto:sonegawa@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:tokada@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:tando@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:d-kamiya@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:b985553@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:sakihark@tec.u-ryukyu.ac.jp
mailto:koji@ie.u-ryukyu.ac.jp

